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ココララムム
健
康
は
万
人
の
願
い
で
す
。
と
は
い
う
も
の
の
１
０
０
％
完
璧
な
か
ら

だ
を
持
つ
人
ば
か
り
で
な
く
、
眼
鏡
が
な
い
と
物
が
よ
く
見
え
な
い
、
修

復
し
た
歯
が
何
本
か
あ
る
、
な
ど
は
大
抵
の
人
に
あ
る
も
の
で
す
。
そ
れ

で
も
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
自
分
の
健
康
を
悲
観
し
て
い
る
人
は
あ
ま
り
い

な
い
と
思
い
ま
す
。「
健
康
」
に
つ
い
て
の
定
義
は
あ
り
ま
す
が
、
自
分
に

と
っ
て
の
「
健
康
」
は
相
対
的
な
も
の
で
人
そ
れ
ぞ
れ
の
こ
と
と
思
い
ま

す
。
寝
た
き
り
に
な
る
く
ら
い
な
ら
死
ん
だ
方
が
ま
し
だ
、
と
考
え
る
人

が
か
な
り
い
る
一
方
で
、
進
行
性
の
運
動
神
経
麻
痺
の
た
め
瞬
き
や
か
す

か
な
指
の
動
き
く
ら
い
し
か
で
き
な
く
て
も
、
そ
れ
で
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ

て
社
会
に
発
信
し
て
い
る
人
も
い
る
く
ら
い
で
す
。

子
供
の
頃
の
私
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
病
弱
な
タ
イ
プ
で
、
し
ょ
っ

ち
ゅ
う
風
邪
を
引
い
て
は
学
校
を
休
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
成
人
後

も
健
康
に
関
す
る
こ
と
は
、
判
断
に
あ
た
っ
て
の
最
も
重
要
な
事
柄
と
な

り
ま
し
た
。
自
分
の
か
ら
だ
は
自
分
で
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
常
日

頃
か
ら
感
じ
て
い
る
こ
と
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
自
分
だ
け
で
守
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
、
臨
床
工
学

技
士
、
診
療
放
射
線
技
師
、
臨
床
検
査
技
師
、
理
学
療
法
士
、
…
そ
の
他

多
く
の
医
療
関
係
者
の
助
け
が
必
要
で
す
。
で
も
、
医
療
関
係
者
は
と
て

も
よ
く
助
け
て
は
く
れ
ま
す
が
、
喉
が
渇
い
た
と
き
に
代
わ
り
に
水
を
飲

ん
で
も
ら
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
よ
う
に
、
自
分
の
代
わ
り
に
な
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

自
分
の
か
ら
だ
を
守
る
た
め
に
、
ま
ず
は
現
在
の
状
態
を
知
る
こ
と
、

不
調
・
不
具
合
と
思
わ
れ
る
の
は
ど
こ
な
の
か
、
ま
た
ど
の
程
度
か
、
な

ど
を
自
覚
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
う
す
る
と
、
休
養
す
る
、
市
販
薬

を
選
択
す
る
、
医
療
機
関
を
受
診
す
る
、
ま
た
ど
の
医
療
機
関
と
す
る
か
、

等
の
判
断
が
出
て
き
ま
す
。
医
療
機
関
を
受
診
し
た
場
合
に
も
、
専
門
家

の
判
断
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
よ
く
聞
き
、
そ
の
後
の
対
策
を
決
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
近
年
、
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
は
常
識
化
し
て

き
て
い
ま
す
が
、
Ｇ
Ｃ
Ｐ
（G

o
o
d

C
lin

ic
a
l
P
ra

c
tic

e

）
の
流
れ
の
中

か
ら
広
が
っ
た
た
め
な
の
か
、
受
診
者
側
も
医
療
者
の
治
療
方
針
を
承
諾

す
る
か
ど
う
か
だ
け
で
、
自
分
で
決
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
意

識
が
ま
だ
十
分
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
自
分
も
歳
を

と
っ
て
く
る
し
医
療
に
も
限
界
が
あ
る
の
で
、
期
待
し
た
結

果
が
得
ら
れ
な
い
場
合
も
起
こ
り
得
る
わ
け
で
、
そ
の
た
め

に
も
可
能
な
限
り
納
得
の
い
く
ま
で
病
状
等
を
確
認
し
、
自

ら
治
療
方
針
を
選
択
す
る
こ
と
が
益
々
重
要
に
な
っ
て
く
る

と
感
じ
る
こ
の
頃
で
す
。

か
ら
だ
を
守
る

も
と
ゆ
き
会
幹
事

小
泉
和
夫

ユ
ネ
ス
コ
の
諮
問
機
関
、
イ
コ
モ
ス
（
国
際
記
念
物
遺
跡
会
議
）
が
、

去
る
５
月
４
日
、
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
世
界
遺
産
登
録
申

請
に
つ
い
て
、
「
登
録
が
ふ
さ
わ
し
い
旨
」
を
勧
告
し
ま
し
た
。
６
月
末

か
ら
ド
イ
ツ
で
開
催
さ
れ
る
世
界
遺
産
委
員
会
で
正
式
審
議
さ
れ
ま
す

が
、
登
録
さ
れ
れ
ば
、
岩
見
銀
山
、
富
岡
製
糸
場
に
続
く
産
業
遺
産
の
世

界
遺
産
登
録
で
す
。

今
回
申
請
さ
れ
て
い
る
二
十
三
施
設
の
う
ち
、
静
岡
県
伊
豆
の
国
市
韮

山
の
反
射
炉
、
山
口
県
萩
市
の
反
射
炉
、
鹿
児
島
市
の
旧
集
成
館
の
工
場

群
の
ひ
と
つ
反
射
炉
跡
、
岩
手
県
釜
石
市
の
橋
野
高
炉
跡
な
ど
溶
鉱
炉
が

目
を
引
き
ま
す
。
幕
末
、
日
本
に
は
、
米
、
露
、
英
な
ど
欧
米
列
強
が
開

国
を
迫
っ
て
押
し
か
け
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ら
諸
国
に
対
抗
す
る
た
め
幕

府
、
薩
摩
藩
、
長
州
藩
だ
け
で
な
く
佐
賀
藩
、
水
戸
藩
、
鳥
取
藩
な
ど
で

も
反
射
炉
が
建
設
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

十
九
世
紀
、
欧
米
の
強
国
が
ア
ジ
ア
に
進
出
、
植
民
地
化
を
進
め
て
い

た
時
代
で
す
。
今
回
の
世
界
遺
産
申
請
に
対
し
て
、
海
外
な
ど
か
ら
い
ろ

い
ろ
な
声
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
よ
う
な
時
代
に
、
重
工
業
を
中
心
と
す

る
殖
産
興
業
は
、
日
本
の
独
立
国
と
し
て
の
生
き
残
り
を
か
け
た
唯
一
の

選
択
肢
だ
っ
た
の
で
す
。
十
八
世
紀
半
ば
か
ら
十
九
世
紀
に
か
け
て
イ
ギ

リ
ス
に
端
を
発
し
た
産
業
革
命
に
よ
る
工
業
化
、
先
進
技
術
の
取
得
を
、

日
本
は
四
十
年
ほ
ど
の
間
に
ほ
ぼ
完
ぺ
き
に
成
し
遂
げ
る
こ
と
に
成
功

し
ま
し
た
。

今
か
ら
５
０
０
年
前
の
大
航
海
時
代
、
日
本
で
は
戦
国
時
代
に
ス
ペ
イ

ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
な
ど
か
ら
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
を
巡
り
な
が
ら

極
東
の
日
本
に
や
っ
て
き
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
を
は
じ
め
と
す

る
カ
ト
リ
ッ
ク
の
宣
教
師
達
は
、
地
球
の
裏
側
に
来
た
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に

勝
る
と
も
劣
ら
な
い
文
明
国
が
あ
っ
た
と
、
ロ
ー
マ
法
王
庁
に
報
告
し
た

そ
う
で
す
。

地
震
、
火
山
、
台
風
。
災
害
国
と
言
わ
れ
る
日
本
で
す
が
、
「
艱
難
は

忍
耐
を
生
み
、
忍
耐
は
練
ら
れ
た
品
性
を
生
み
、
練
ら
れ
た
品
性
は
希
望

を
生
む
」
。
私
も
微
力
な
が
ら
今
回
の
世
界
遺
産
登
録
申
請
の
一
端
を
担

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
誇
り
を
も
っ
て
世
界
遺
産
登
録
決
定
を
待

ち
た
い
も
の
で
す
。

明
治
産
業
革
命
遺
産
の
世
界
遺
産
登
録
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麻薬といえば、関連著作も多い藤井先生のまさに得意分野です。

ところで、歳を重ねてきますとどこかしら体にほころびが出てきて、

まず症状として感じられるもののひとつが“痛み”ではないでしょ

うか。

日本では“痛み”はがまんすることが美徳であるとする考え方もあ

るようですが、欧米では薬を使ってコントロールすることがより一

般的に行われています。痛みを感じながら生活するよりは、適切に

痛みを抑え活発にまた気持ちも晴れやかに生活する方がよいであろ

うことは容易に想像できます。

現在、日本人の死因の第一位は悪性新生物（がん）であり、特に

その痛みは激しいものです。そのために必要となる強力な鎮痛剤の

中には麻薬に分類される成分もあり、さらにこれまでになかった成

分や剤型が使えるようになってきています。それ自体はとてもよい

ことです。しかしながら、薬ですので当然副作用もありますし、未

だに医療用麻薬を使用すると中毒になる、寿命を縮めるといった誤

解を持たれている方が少なからずいらっしゃるようで、今後も国や

学会のみならず社会全体での正しい理解の普及が必要です。

一方、麻薬ですから適切な目的以外に使用すれば、大きな社会問

題になりかねません。例えば、米国では政府による規制に加え、製

薬会社が乱用防止対策を施した製剤を開発するなど様々な対策が行

われていますが問題の解決にはなかなか至らないようです。

このような状況を踏まえ、今後日本では医療用麻薬が必要な患者

さんの手にきちんと届くようにすることと同時に副作用や乱用とい

った麻薬の負の面が顕在化しないようにするための管理や規制、そ

れらを支える新しい薬の開発、製剤学的な工夫、ICT の活用などの

技術基盤の整備などの絶妙なバランスが求められます。

ご 案 内

近畿地区もとゆき会

「藤井基之先生と
語る会」開催ご案内

日時：平成 27 年 7 月 10 日（金）

18:00～20：00

第 1 部：藤井基之先生からの

国会報告

第 2部：懇親会

場所：湖陽樹

大阪市中央区

農人橋 1-1-22

大江ビル 16F

TEL：06-6946-3927

会費：￥5,000

藤井基之国会事務所

〒100-8962
東京都千代田区永田町 2-1-1

参議院議員会館 1218 号室
 ０３－６５５０－１２１８
Fax ０３－３５９７－９３９３

藤井基之浜町事務所

〒103-0007
東京都中央区日本橋浜町 2-35-7

島鶴ビル 601 号
 ０３－３６６０－４３０２
Fax ０３－３６６０－４３２８

もとゆき会とは、藤井基之先生の政治家としての大成を期するため活動している
政治資金規正法に基づく政治団体です。藤井基之先生の政治理念や人柄などに共鳴
した人々の「藤井もとゆきファンクラブ」のようなものです。「藤井もとゆき勝手
連」とも通称しています。会員になりたい方、関心のある方は、下記の藤井基之事
務所にお問い合わせください。
入会金や会費はありませんが、個々の事業や活動の実施に必要な場合は、その都度、

費用を会員や参加者から徴収させていただきます。
もとゆき会の活動をご理解いただくために、ホームページを開設いたしております

ので、右記アドレスにアクセスしてみて下さい。

もとゆき会入会の案内

もとゆき会 HP：
http: //www.fujii.tv/
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良 い 麻 薬

もとゆき会幹事 田村典朗

現在文部科学省で科学技術などを担当されており、厚生労

働省でのご経験も豊富な藤井先生には今後とも患者さんへ

の福音のためにも是非ご活躍いただきたいと思います。

麻薬の良い面が正しく理解され、広く私たちの生活の中で

活用されることを願っております。

近近畿畿地地区区のの皆皆様様のの
ごご参参加加をを心心よよりりおお待待ちち
申申しし上上げげてておおりりまますす。。


